
 

2025年6月12日 

 

一般社団法人 日本工芸産地協会 

有限会社 育陶園 

慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科 

国立大学法人 名古屋工業大学 

株式会社 commissure 

 

『伝統工芸のデジタル技能伝承に向けた共創プロジェクトを 

JAPAN CRAFT EXPO 日本工芸産地博覧会 in 大阪・関西万博2025 に出展します』 

 

一般社団法人日本工芸産地協会、有限会社育陶園、慶應義塾大学、名古屋工業大学、株式会社commissureは、

日本の伝統工芸産業の未来を探求するため、2024年4月より、沖縄にて300年の伝統を有する壺屋焼の窯元 育

陶園を舞台に、デジタル技術を用いて職人の技能を記録し、次世代に伝える「CrafTouch」プロジェクトに取

り組んできました。 

 

このたび、2025年6月16日〜18日に、大阪・関西万博2025の一環として開催される「日本工芸産地博覧会」

（主催：一般社団法人日本工芸産地協会、読売新聞社）において、本プロジェクトの成果を展示発表するこ

とになりましたので、以下のとおりご案内いたします。 

 

 
 

◆プロジェクト概要： 

少子高齢化が加速する中、日本各地の伝統工芸は後継者不足により存続の危機に晒されています。AI時代の

到来により、様々な情報がAIにより生成されるようになった現在、伝統工芸の分野においても、テクノロジ

ーとの共存はもはや他人事ではありません。本プロジェクトでは、デジタル技術によって人の身体感覚を記

録・再生する「ハプティクス」の最先端技術を伝統工芸の現場に導入し、職人の技能の保存や後継者への技

能伝承、時間と空間を超えた技能の伝達による世界への発信に取り組むことで、次の世代への工芸技能の伝

え方を探求します。 

 

◆展示概要： 

「Project Cybernetic being – ロボットと触覚技術による職人技のデジタル共有」 

  日時： 2025年6月16日(月)～18日(水) 09：00-21：00 ※最終日のみ18:00まで 

  会場： 大阪・関西万博2025「JAPAN CRAFT EXPO2025」（EXPOメッセ「WASSE」内） 

  URL： https://kougei-sunchi.or.jp/expo_conference/2074/ 

 

https://kougei-sunchi.or.jp/expo_conference/2074/


 

◆これまでの取り組みの経緯： 

2022年7月、日本工芸産地協会 事務局長 原岡知宏と、慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科 教授 南

澤孝太が発起人となり、Project Cybernetic beingの研究拠点「Cybernetic being Lab」（東京・竹芝）にお

いて、ハプティクス（触覚技術）をはじめとしたサイバネティック・アバター技術と工芸とを繋ぐワークシ

ョップを開催し、工芸とデジタル技術の融合で紡がれる未来について議論を交わしました。この議論を受け、

日本工芸産地協会とProject Cybernetic beingとの共創プロジェクト「CrafTouch」がスタートし、第1弾と

して堀田カーペット株式会社との共創プロジェクトが開始（https://kougei-sunchi.or.jp/news/1491/）。

織物を踏みしめる感覚を分類・再現することに取り組んだ成果は、2023年11月に大阪・万博記念公園で開催

された「日本工芸産地博覧会2023」に出展されました。 

 

このCrafTouchプロジェクトの第2弾として、2024年4月より、沖縄に300年伝わる壺屋焼の窯元、育陶園を舞

台に陶芸職人の手がもつ精緻な技を記録し伝承することを目指した共創プロジェクトを開始し、慶應義塾大

学大学院メディアデザイン研究科 Embodied Media Project（研究室主宰者=南澤孝太教授）と名古屋工業大

学 Haptics Lab（研究室主宰者=田中由浩教授）の研究チームが、育陶園の工房を度々訪問し、フィールドワ

ークを通じて、職人がもつ「言葉にならない」技の計測に取り組みました。 

 

    
育陶園工房に訪問し職人の技能を計測している様子 

 

◆技能伝送技術について： 

本プロジェクトでは、伝統工芸職人の技能をデジタル技術によって記録・伝送するために、人が手や指を通

じて感じる「触覚」や腕に込めた「力覚」を手軽な手法で計測し記録するため、株式会社commissureにより

開発された装着型ハプティックセンサ「SenseFuse™」を用いて、職人が普段の陶芸の制作工程の中で行って

いる動作や感覚を記録しました。また、装着型ハプティックディスプレイ「FeelFuse™」を用いて、記録した

力触覚のデジタル情報を人の手や腕に再現し、実際に身体で感じられるようにすることで、職人のもつ「コ

ツ」や「感覚」を言葉を用いずに伝えられる技能伝送システムを開発しました。さらに、職人の動きと感覚

の情報をもとに、陶芸技能を伝えるロボットアバターを開発し、そのロボットアバターを陶芸職人と一緒に

操作することで、職人といわば二人三脚の状態で、職人の技を直感的に体感し共に作品を作り上げることが

できる「技能融合サイバネティック・アバター」を構築しました。 

 

   
 2人の職人の間で感覚を共有 ハプティクス技術による 

記録された技能の体験 

技能融合 

サイバネティック・アバター 

 

https://kougei-sunchi.or.jp/news/1491/


 

 
フィールドワークの記録映像 

映像リンク： https://youtu.be/kExtdaVmlt8?si=Cd-_s-M2OIn9C13N 

 

◆共創メンバーからのメッセージ 

原岡知宏（一般社団法人日本工芸産地協会 理事） 

本プロジェクトは2022年7月、日本工芸産地協会とCybernetic beingとで共同開催したワークショップをきっ

かけとし、工芸とハプティクスとの融合で未来の可能性をさぐる取り組みとして始まりました。第一弾の堀

田カーペット（大阪・和泉市）との研究を経て、2024年より第二弾としてスタートしました。技能伝承は工

芸業界における大きな課題のひとつであり、解決のヒントを発見する一助となることを期待しています。 

 

高江洲若菜（有限会社 育陶園 代表取締役） 

時代の変化により、限られた時間の中で高い職人技を継承することが難しくなり、育陶園でも世代間の技術

力の差が課題となってきました。熟練の職人たちの技術を今にどう繋いでいくか。その手立てを探る挑戦と

して、今回のプロジェクトに参加しました。経験と体感を通じて蓄積されていく技術に加え、この新たな取

組の導入が、これからの職人育成に繋がっていくことに期待したいです。 

 

南澤孝太（慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科・教授／JSTムーンショット研究開発事業目標1・プロ

ジェクトマネージャー／2025大阪・関西万博 日本館基本構想委員） 

デジタル技術の急速な発展により、人の様々な行動や感覚、経験そのものをデジタル空間に記録し、時間と

空間を超えて伝える技術は、もはやSFの話ではなく現実の出来事となりつつあります。脈々と続く数百年の

歴史を持つ伝統工芸が、近未来のテクノロジーをどのように取り込み、進化していくか。本プロジェクトを

通じて、伝統と先端が出会い、交わり、共に未来を紡いでいく、そのミャクミャク感を感じていただければ

幸いです。 

 

田中由浩（名古屋工業大学 電気・機械工学類・教授／稲盛科学研究機構・フェロー） 

職人の技をはじめ身体感覚は、言葉で表現しにくく、個人の中にとどまっていました。しかし、その一端を

記録し、他者に伝えることが可能になりつつあります。本プロジェクトはその有用性と可能性を広げてくれ

ました。身体感覚の共有技術は、世界中の人々をつなげ、異なる感性や技の掛け合わせを可能にします。こ

れにより、多様な能力の発揮や新たな技能の創発、個々人の創造性が一層育まれる、「1+1>2」の実現を目指

していきます。 

 

堀江新（株式会社commissure代表取締役CTO／慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科特任助教） 

身体の感覚は他者に伝えることが困難とされてきましたが、私たちはテクノロジーの力でその常識を覆そう

としています。多くの協力者のご支援により実現した本プロジェクトでは、触覚や体性感覚を記録・共有す

る技術を実験室から実際の現場へと展開することで、その大きな可能性と貴重な知見を得ることができまし

た。今後も継続的な研究開発と社会実装を通じて、身体感覚の共有をより身近で日常的なものにしていきた

いと考えています。 

 

https://youtu.be/kExtdaVmlt8?si=Cd-_s-M2OIn9C13N
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________________________________________ 

【出展に関してのお問い合わせ先】 

⼀般社団法人日本工芸産地協会・事務局 〒630-8144 奈良県奈良市東九条町1112-1 

E-mail：info@kougei-sunchi.or.jp  担当：事務局長 原岡知宏（直通 070-1369-8137) 

 

________________________________________ 

【研究開発についてのお問い合わせ先】 

慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科 〒223-8526  神奈川県港北区日吉4-1-1 慶應義塾大学協生館 

E-mail：info@cybernetic-being.org  担当：小原和也 

 

名古屋工業大学 電気・機械工学類 

E-mail：tanaka.yoshihiro@nitech.ac.jp 担当：教授 田中由浩 

 

mailto:info@kougei-sunchi.or.jp
mailto:info@cybernetic-being.org
mailto:tanaka.yoshihiro@nitech.ac.jp



